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会         議        記         録 

会 議 の 名 称 議会運営委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員  阿久根由美子 

日 時 平成２６年１月２４日（金曜日） 
開 議   午後 １ 時 ３０ 分 

閉 議   午後 ２ 時 ０５ 分  

出席委員 ◎馬場 ○藤本  並河 中村 菱田 西村 湊 石野    ＜木曽議長 竹田副議長＞ 

執行機関 

出席者 

 

 

 

事務局 

出席者 

 

今西局長、藤村次長、山﨑係長、坂田主任、阿久根   

        

傍聴 可 市民 ２名 報道関係者 １名 議員１名（井上） 

会 議 の 概 要 
 

１３：３０ 
 
〔馬場委員長 開議〕 
１ 報酬・定数について 

（１）議員アンケート調査の結果  

[事務局 説明] 

 

（２）検討の進め方 

[事務局説明 別紙№２のとおり] ―全員了― 

 

（３）スケジュール（別紙№３） 

[事務局説明 別紙№３のとおり] ―全員了― 

 

（４）ホームページ公開 

＜事務局＞ 

 検討経過を詳細に、積極的に掲載をしていくことでどうか。―全員了―       

 

２ H26.3 定例会予算審査について 

○審査体制 

[事務局 別紙№４説明] 

＜湊委員＞ 

 一貫性が必要で予算、決算ともに 13 人。予算審査での指摘が決算につながる利点

がある。 

＜中村委員＞ 

予算、決算審査は重要視されている。予算審査も全議員で。 

＜馬場委員＞ 

 委員会中心主義で調査も充実してきた。予算、決算ともに全議員で審査すれば一貫

性があり合理的である。議員は所属外の常任委員会を傍聴できる。 

＜藤本副委員長＞ 
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 予算が決算につながる。予算も全議員ですれば審査が深まる。一度やってみては。 

＜石野委員＞＜西村委員＞ 

 現行どおり。 

＜馬場委員長＞ 

 継続協議とする。 

 

３ 一般質問通告期限について 

（１）H26.3 定例会通告期限  

＜事務局長＞ 

 開会日には議長選挙等があり当日の事務整理ができない。開会日前の通告期限を検

討願いたい。 

＜湊委員＞ 

 告示からの日数が気になるが、スケジュール上仕方ないと思う。 

＜並河委員＞ 

 致し方ない。 

＜藤本副委員長＞ 

 スケジュール上仕方ない。 

＜石野委員＞ 

 協力する。 

＜西村委員＞ 

 結構である。   [2 月 19 日正午通告期限決定]      

 

（２）H26.6 定例会以後の通告期限 

＜事務局長＞ 

 通告書の作成においては事務局のチェック、議員への聞き取り、文言等の調査が不

十分、また重複質問の会派内調整の時間不足が課題である。通告期限を開会前 3日

くらいで設定願いたい。 

＜馬場委員長＞ 

 検証は必要だが、その方向で期限を設定したいと思う。[全員 了] 

 メールでの提出はどうか。 

＜事務局長＞ 

 ＵＳＢの場合はウィルスチェックをしてからの作業になりかなりの時間がかかる。

出来る限りメールで送付願う。 

 

４ その他 

○次回議運 

[予算審査検討 2月 4日（火）10 時～、報酬・定数検討 2月 27 日（木）10 時～] 

 散会 １４：０５ 


